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主論文     
Geranylgeranylacetone ameliorates inflammatory response to lipopolysaccharide 
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学 位 論 文 要 旨 
 
Geranylgeranylacetone ameliorates inflammatory response to lipopolysaccharide 

























Cell Viability Assay Kits）、培地中のNO濃度(Griess法)、培地中TNF-α濃度（ELISA法）、
細胞内HSP70、iNOSの発現（ウエスタンブロット）、細胞表面に結合したLPS、細胞表面に
発現したTLR4-MD-2、CD14（フローサイトメトリー）を解析した。 




























 結 語 
LPSのマクロファージ活性化に対するGGAの抑制効果は、GGAのHSP70誘導活性によるもの
ではなく、LPSの細胞表面への結合阻害によるものであると考えられる。 
 
